
歩行者通行量に影響する回遊因子の特定 
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1 研究の背景と目的 

2006年に中心市街地活性化法が改正され，中心市街

地活性化基本計画(以下，基本計画)は認定制度となり，

各市町村で様々な支援策が取り組まれている。さらに，

認定基本計画で用いられる「申請マニュアル（1）」では，

定量的な目標達成のための指標(以下，目標指標)を設

定することが義務付けられている。2019年11月現在，

基本計画を策定しているのは，143 市 2 町 233 計画で

あるが，そのうち，218計画は「歩行者通行量」を目標

指標とし，回遊性の向上を目指している 1)。 

また国土交通省は，2016 年に「グランドデザイン

2050」を策定し，2050年を見据えた国土づくりの理念・

考え方を示している。そのなかで，コンパクトシティ

構想を掲げ，都市の集約化にあわせた，公共交通の利

便性向上や都心部の歩行空間の質の向上が重要視され

ている 2）。 

大分市中心市街地においても， 2008 年の第 1 期か

ら第3期と続けて基本計画を策定し，いずれも目標指

標の1つに歩行者通行量が掲げられている。さらに，

第1期，第2期においては，まちなか滞留時間も目標

指標に掲げられている。第2期基本計画(2013年)では，

車道の一部を歩道とし，歩行空間を拡張する，まちな

かにぎわい実証実験などを行い，回遊性の向上を図っ

てきた 3）。さらに，第3期基本計画(2018年)では，祝

祭広場整備事業や，大分市中央通り歩行者天国の開催

などの事業に取り組み，ハードとソフトの両面から回

遊性の向上を目指している 4)。一方で，このような施

設整備やイベント開催に限らず，様々な中心市街地の

特性も歩行者通行量に影響していると考えられる。 

そこで本研究では，大分市中心市街地を対象に，歩

行空間や周辺施設などの，歩行者通行量に影響する回

遊因子を抽出し，その影響の程度を明らかにする。さ

らに，類型化された街路の特性ごとに歩行者通行量

の傾向を明らかにすることを目的とする。 

2 研究の方法  

前稿その2では，歩行者通行量の変動と大規模施設

(2)の関係を，年表や GIS による推計データを用いた分

布図から明らかにした。一方で，商業地域においては，

「大規模施設」の新設，閉鎖や整備事業だけではなく，

店舗の配置や駐車場といった周辺施設の立地や，歩道

の歩きやすさなども，回遊行動の要因となると考えら

れる 5）。 

そこで本稿その3では，アーケード有無などの「歩

行空間」や，大規模施設の立地などの「周辺施設」，植

栽などの「ストリートファニチャー」を回遊影響因子

候補とし，先行研究 6）7）や文献 8）9）から，網羅的に抽

出する。これらの候補が歩行者通行量に及ぼす影響の

程度を，数量化Ⅰ類分析によって明らかにする。さら

に，数量化Ⅰ類分析により，歩行者通行量の調査対象

（25街路）外の街路（全65街路中 40街路）における，

歩行者通行量も推計する。その上で，前稿その1で得

られた街路特性4分類と，四分位数により 4段階に分

けた歩行者通行量のクロス集計を行い，類型された街

路ごとの歩行者通行量の特徴を明らかにする。 

3 歩行者通行量と路線価の関係  

歩行者通行量の増加による，まちの活性化への寄与
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図1．2018年大分市中心市街地の歩行者通行量と路線価の相関関係 
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度を確認するため，街の活性化度合いを表す経済的指

標として路線価に着目する 10）。そこで，大分市中心部

における通行量調査11)と財産評価基準書12)の路線価の

データを用い，相関分析を行った。表 1，図 1 より，

相関係数R=0.76と，歩行者通行量と路線価は強い相関

性(4)を示し，0.1%水準で有意であることが確認できた。

このことから，大分市においても歩行者通行量をまち

の活性化の一指標として，目的変数とする意義を確認

することができた。 

 

4 歩行者通行量に影響する回遊因子の分析 

4-1．回遊影響因子候補について 

  数量化Ⅰ類分析によって，歩行者通行量に影響を与

える回遊影響因子を明らかにする。歩行者通行量を目

的変数とし，説明変数は，歩行空間（アーケード有無， 

 

街路タイプ，街路塗装，街路幅員，街路長さ），周辺 

環境（駐車場・駐輪場の有無，ファサードタイプ，大

規模施設），ストリートファニチャ―（休憩，植栽，

情報）とする(表2)。表3のレンジは，要因ごとに最大

カテゴリースコアと最小カテゴリースコアの差を示し

たもので,レンジの大きい説明変数ほど，目的変数に寄

与している。 

表3．数量化Ⅰ類の結果（N=22） 

アーケード １：有 ２：無

街路タイプ １：歩車混合
２：歩行者
　　専用道路

街路塗装 １：アスファルト ２：ブロック

街路幅員 １：10m未満 ２：10m以上

街路長さ １：100m未満 ２：100m以上

１：双方有 ２：駐車場のみ

３：双方無

大規模

商業施設
１：有 ２：無

住居 １：有 ２：無

休憩 １：平均未満 2：平均以上

植栽 ２：平均未満 3：平均以上

情報 ３：平均未満 4：平均以上

ストリート

ファニチャ―

駐車場/駐輪場

分析指標 尺度置換の条件設定

歩行空間

周辺施設

表2．回遊影響因子の一覧 

表1．検定結果 

t値 P値 R

2018年 5.04 0.00000084 0.76

条件 t≻2 P≺0.001 0.7≺| R |≤1

…高い寄与度を示す上位の項目
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10ｍ以上 11 757.308
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無 5 -559.617
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また，偏相関係数は他の説明変数を除外した上で，

歩行者通行量との単相関をとったものである。レンジ 

と同様に，その数値が高くなるほど歩行者通行量の影 

響が大きいことを示している。重相関係数R2は全体と

しての推定精度を表しており，0.923となっていること

から強い相関があり，精度が高いといえる。 

4-2．数量化Ⅰ類分析による回遊影響因子の分析 

レンジと偏相関係数の大きさから，「街路タイプ

(3349.48)」が最も寄与しており，次いで「大規模商業

施設(1806.16)」,「アーケード有無(1735.41)」,「街路

幅員(1514.62)」の順となっている(表3)。これらの偏

相関係数は0.40，0.35，0.22，0.42であり，相関性が

ある(4)ことが確認できる。 

次にカテゴリースコアの符号から，回遊影響因子

と歩行者通行量の関係には以下の傾向がみられる。歩

行者通行量が多い街路は，アーケード有や歩行者専用

道路であることが確認できた。さらに，寄与度が高い

説明変数(上位5位中3位)は，「歩行空間」の指標で

あることがわかった。 

一方で近年，他都市においても，回遊性向上のた

めの事業 13）として行われているストリートファニチ

ャーの設置に関しては，大分市においては歩行環境や

周辺環境に比べ，寄与度が低いことが確認できた。し

かしながら，ベンチ等の「休憩」の指標については，

カテゴリースコアの符号から設置数が多いほど，歩行

者通行量が少ないことを示していることがわかる。こ

の要因として，人通りが多い街路ではなく，滞留を目

的としている街路に，ベンチ等のストリートファニチ

ャ―が設置される傾向があると推察できる。 

5 街路特性による分類と歩行者通行量の関係  

4章の数量化Ⅰ類分析結果をもとに，歩行者通行量

調査の対象外の街路における，歩行者通行量を推計し

た。そのデータを用いて，中心市街地における街路の

分類と，歩行者通行量の関係を明らかにするため，ク

ロス集計を行う（表4）。図2に，研究対象区域の歩

行者通行量と前稿その1で分類した街路の類型を分布

図で示す。歩行者通行量は，アーケード商店街型に多

く，次いで大規模施設隣接型の街路で多いことが確認

図2．街路特性による分類と歩行者通行量の分布 
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できた。 

また通常，駅

から距離が離れるほ

ど歩行者通行量が減

少することが一般的

である。しかしなが

ら，大規模施設隣接

型と車道裏通り型で

は，駅からの距離に

関わらず，歩行者通

行量はほぼ変わらな

い。このことから，大規模施設や駐車場の立地が，歩

行者通行量の部分的増加に関係すると推察できる。 

6 総括  

 本研究は大分市中心市街地を対象に，歩行者通行量

に影響する回遊因子を抽出し，その影響の程度を明ら

かにした。さらに，前稿その1で類型化された街路の

特性ごとに，歩行者通行量の傾向を明らかにした。以

下に分析結果を示す。 

・大分市における歩行者通行量と路線価は強い相関を

示し，歩行者通行量の増加による，まちの活性化へ

の寄与度を確認できた。 

・歩行者通行量を目的変数とする数量化Ⅰ類分析によ

り，アーケード有や歩行者専用道路などの「歩行空

間」の指標の寄与度が高いことが確認できた。また，

ストリートファニチャーの設置数は寄与度が低く，

ベンチの設置等は滞留を目的として設置されてい

ることが考えられる。 

・街路の分類と歩行者通行量の分布から，街路の類型

ごとに差が見られ，大規模施設隣接型と車道裏通り

型では，駅からの距離に関わらず，ほぼ歩行者通行

量が変わらないことがわかった。このことから，大

規模施設や駐車場の立地による，歩行者通行量への

影響が確認できた。 

【補注】 

 (1) 市町村が基本計画を作成し，認定の申請を行うにあたり、必要とな 

る手続き、認定基準の解説等を取りまとめたもの。 

(2) 総床面積が3,000㎡以上である，大規模商業施設・公共施設のこと 

を指す。 

(3) 左図の箱ひげ図より 4分位数を求め， 

歩行者通行量の段階分けを行う。 

図．歩行者通行量の箱ひげ図 

(4) 相関関係の評価を以下とする。 
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表4．街路特性による分類と歩行者通行量のクロス集計表（N=65） 

【クラスター1】
大規模施設
隣接型

【クラスター2】
住宅系
裏通り型

【クラスター3】
車道
裏通り型

【クラスター4】
アーケード
商店街型

A.最小値-第一四分位数
　（732-2347）

9%(2) 59%(13) 14%(2) 0%(0) 26%(17)

B.第一四分位数-第二四分位数
　（2348-3545）

23%(5) 27%(3) 36%（5） 0%(0) 25%(16)

C.第二四分位数-第三四分位数
　（3546-5177）

36%(8) 14%(3) 36%（5） 14%(1) 26%(17)

D.第三四分位数-最大値
　（5178-9239）

32%(7) 0%(0) 14%(2) 86%(6) 23%(15)

100%(22) 100%(22) 100%(14) 100%(7) 100%(65)

街路特性

歩
行
者
通
行
量

%（街路数） 合計

合計

最も高い割合  2 番目に高い割

合 

0≦R≦0.2 ほとんど相関なし 0.2≦R≦0.4 やや相関あり

0.4≦R≦0.7 かなり相関がある 0.7≦R≦1.0 強い相関がある

相関関係の評価
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